
安
倍
政
権
で
「
格
差
と

貧
困
」
が
深
刻
化

安
倍
政
権
に
よ
る
大
企
業
と
富

裕
層
の
利
益
確
保
を
中
心
と
す
る

経
済
政
策
に
よ
り
、
国
民
の
中
に

「
格
差
と
貧
困
」
が
大
き
く
広
が

り
ま
し
た
。
大
企
業
の
内
部
留
保

や
株
主
配
当
が
増
え
続
け
る
一
方

で
、
企
業
の
労
働
分
配
率
は
下
が

り
、
労
働
者
の
賃
金
抑
制
が
強
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
消
費
者
物

価
の
緩
や
か
な
上
昇
、
社
会
保
障

負
担
増
、
消
費
税
増
税
な
ど
、
家

計
負
担
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
、
労
働
者
・
国
民
の
生
活
は
確

実
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
医
療
・
福
祉
業
（
医

師
除
く
）
の
賃
金
は
全
産
業
平
均

を
も
下
回
っ
て
お
り
、
安
全
安
心

の
医
療
・
介
護
の
実
現
に
必
要
な

人
材
確
保
か
ら
も
賃
金
・
処
遇
改

善
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

20
春
闘
で
掲
げ
る

あ
た
り
ま
え
の
要
求

引
き
続
き
大
幅
賃
上
げ
要
求
を

掲
げ
ま
す
。さ
ら
に
20
春
闘
で
は
、

最
低
賃
金
の
日
額
・
月
額
要
求
と

ポ
イ
ン
ト
賃
金
の
初
任
給
額
を
引

き
上
げ
ま
す
。

全
労
連
が
全
国
各
地
で
実
施
し

て
い
る
最
低
生
計
費
試
算
調
査
結

果
の
時
給
で
約
1
5
0
0
円
を
基

に
、
介
護
福
祉
士
や
看
護
師
は
初

任
給
年
齢
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
1
7
0
0
円
、
1
8
0
0
円
と

設
定
し
ま
す
。
こ
の
時
間
額
に
1

日
の
労
働
時
間
や
月
の
労
働
時
間

を
積
算
し
た
も
の
が
日
額
、
月
額

の
要
求
で
す
。
現
在
到
達
し
て
い

る
賃
金
水
準
か
ら
み
れ
ば
、
た
い

へ
ん
高
い
要
求
額
で
す
が
、
生
計

費
原
則
に
基
づ
い
た
、
あ
た
り
前

で
ま
と
も
な
賃
金
要
求
で
す
。
こ

の
要
求
に
切
実
性
と
確
信
を
持
た

せ
る
た
め
の
要
求
討
議
を
旺
盛
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

全
国
一
律
、
産
別
最
賃

企
業
内
最
賃
の
前
進
を

全
国
一
律
最
賃
制
の
実
現
と
医

労
連
の
産
別
（
特
定
）
最
賃
新
設

を
求
め
る
取
り
組
み
に
、
す
べ
て

の
組
織
が
結
集
し
ま
す
。
企
業
内

最
賃
が
、
こ
の
十
年
来
ほ
と
ん
ど

上
が
っ
て
い
な
い
中
、
地
域
最
賃

が
引
き
上
が
っ
て
き
た
た
め
、
地

域
最
賃
に
張
り
付
い
た
企
業
内
最

賃
額
が
増
え
て
い
ま
す
。
企
業
内

最
賃
協
定
化
と
引
き
上
げ
の
取
り

組
み
を
重
視
し
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
職
場
か
ら
、
早
期
に
1
0

0
0
円
以
下
の
時
給
を
な
く
し
、

誰
で
も
時
給
1
5
0
0
円
以
上
を

め
ざ
す
運
動
を
強
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
要
求
の
確
実
な
前

進
の
た
め
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構

え
て
要
求
の
前
進
を
め
ざ
し
ま

す
。

「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員

署
名
」
つ
み
あ
げ
よ
う

私
た
ち
の
国
会
請
願
署
名
に

は
、
毎
年
1
0
0
名
以
上
の
国
会

議
員
が
紹
介
・
賛
同
議
員
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
秋
か

ら
新
た
に
開
始
し
た
署
名
に
も
、

す
で
に
68
名
（
1
／
12
現
在
）
の

国
会
議
員
が
紹
介
・
賛
同
議
員
を

応
諾
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
通
常

国
会
に
請
願
署
名
を
提
出
し
、
国

会
質
疑
で
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職

員
の
大
幅
増
員
や
夜
勤
改
善
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
勤
務
環

境
改
善
の
通
知
や
、
処
遇
改
善
、

夜
勤
改
善
に
つ
な
が
る
交
付
金
や

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
加
算
な

ど
、
毎
年
の
よ
う
に
具
体
的
な
改

善
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
署

名
集
約
を
飛
躍
的
に
増
や
す
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
時
間
労
働
根
絶
、

イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制

不
払
い
労
働
一
掃
・
長
時
間
労

働
是
正
の
運
動
を
強
化
し
、
法
律

を
守
ら
せ
、
働
く
ル
ー
ル
を
確
立

さ
せ
ま
す
。
す
べ
て
の
単
組
・
支

部
で
36
協
定
の
総
点
検
を
実
施
し

ま
す
。
特
別
条
項
に
つ
い
て
は
原

則
結
ば
せ
な
い
立
場
で
、
限
度
時

間
を
超
え
て
働
か
せ
る
事
由
を
厳

密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
曖
昧
な
事
由

は
認
め
な
い
よ
う
徹
底
を
図
り
ま

す
。企

業
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
は
、
20

春
闘
の
中
で
も
、
引
き
続
き
す
べ

て
の
組
織
で
要
求
に
盛
り
込
み
、

協
定
化
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

非
正
規
雇
用
労
働
者
の

格
差
解
消

2
0
2
0
年
4
月
1
日
に
「
短

時
間
労
働
者
及
び
有
期
雇
用
労
働

者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
）
」
が
施
行
と
な
り

ま
す
。
法
改
正
の
内
容
は
不
十
分

で
あ
っ
て
も
、
「
不
合
理
な
待
遇

差
や
差
別
的
取
り
扱
い
は
禁
止
」

と
の
法
改
正
主
旨
を
活
用
し
、
均

等
待
遇
の
前
進
を
追
求
し
ま
す
。

す
べ
て
の
組
織
で
、
パ
ー
ト
労
働

者
の
労
働
条
件
や
業
務
実
態
な
ど

を
把
握
し
、
処
遇
改
善
な
ど
諸
要

求
を
と
り
あ
げ
、
正
規
職
員
と
の

「
均
等
待
遇
」
を
要
求
し
、
「
正

職
員
化
」
を
求
め
る
運
動
を
強
化

し
て
、組
織
化
も
前
進
さ
せ
ま
す
。

国
民
の
医
療
・
介
護
要

求
と
結
合
し
た
運
動
を

国
民
の
多
く
が
政
治
に
求
め
る

政
策
課
題
の
ト
ッ
プ
に
は
、
医
療

・
介
護
・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
の

充
実
が
あ
が
り
ま
す
。
公
立
・
公

的
病
院
等
4
2
4
病
院
の
再
編
・

統
合
を
強
引
に
推
し
進
め
よ
う
と

す
る
政
府
に
対
し
て
も
、
全
国
各

地
で
怒
り
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
国
民
の
医
療
・
介
護
・
福
祉

を
守
る
課
題
を
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
政
策
課
題
と
し
て
国
会
内

外
で
運
動
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ

う
。「
い
ま
の
政
治
を
変
え
た
い
」

と
い
う
声
を
全
国
各
地
で
ひ
ろ

げ
、
悪
政
を
続
け
て
き
た
安
倍
政

治
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
ょ
う
。

世
論
を
動
か
し
、
政
治

変
え
る
組
織
に

私
た
ち
の
運
動
は
、
国
民
要
求

と
合
致
し
た
、
国
民
の
支
持
を
受

け
る
取
り
組
み
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
が
要
求
を
掲
げ
て
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
引
っ
張
り
、
政

治
を
変
え
る
運
動
の
先
頭
に
立
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
倍
暴

走
政
治
を
転
換
し
、
私
た
ち
の
切

実
な
要
求
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に

は
、
と
も
に
運
動
す
る
仲
間
を
増

や
し
、
労
働
組
合
の
組
織
を
さ
ら

に
拡
大
・
強
化
す
る
こ
と
が
な
ん

と
し
て
も
必
要
で
す
。
8
0
0
万

人
を
超
え
た
す
べ
て
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
労
働
者
を
視
野
に
、
政

治
的
な
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
強

固
な
医
療
産
別
を
建
設
す
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
20

万
医
労
連
早
期
実
現
に
向
け
、
全

組
織
が
組
織
拡
大
を
重
点
課
題
に

位
置
づ
け
、
4
月
に
は
す
べ
て
の

新
入
職
員
を
組
合
に
迎
え
ま
し
ょ

う
。
あ
き
ら
め
の
意
識
を
希
望
と

展
望
に
変
え
る
た
め
、
共
感
す
る

仲
間
を
増
や
し
、
組
織
内
外
で
の

学
習
と
宣
伝
、
対
話
を
広
げ
、
20

春
闘
を
要
求
実
現
と
同
時
に
、
政

治
変
革
を
実
現
さ
せ
る
春
闘
に
し

ま
し
ょ
う
。

日
本
医
労
連
書
記
長

森
田

進

日
本
医
労
連
は
、1
月
21
日
〜
22
日
、第
51
回
中

央
委
員
会
を
東
京
都
内
で
開
催
し
、「
改
憲
阻
止
、

い
の
ち
と
平
和
を
守
る
政
治
の
実
現
」「
8
時
間
働

け
ば
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」「
安
全
・

安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
」
「
20
万
医
労
連
建

設
め
ざ
す
組
織
拡
大
」
を
運
動
の
基
調
に
据
え
た

2
0
2
0
年
春
闘
方
針
案
を
活
発
な
討
論
で
補
強

し
、採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、産
別
統
一
闘
争
へ
の
結
集
強
化
や
、

公
立
公
的
病
院
再
編
問
題
で
の
地
域
で
の
取
り
組

み
の
重
要
性
、
新
人
1
0
0
％
加
入
を
め
ざ
す
組

織
拡
大
の
決
意
な
ど
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
は
、
春
闘
方
針
、
規
定
の
改
定（
第

2
号
議
案
）
の
採
決
の
後
、
満
票
の
賛
成
で
産
別

統
一
ス
ト
権
を
確
立
、
た
た
か
う
方
針
と
体
制
を

確
立
し
閉
会
し
ま
し
た
。

〈20春闘スケジュール〉
2月末
要求提出・スト権確立期限
3月4～5日
春の対政府中央行動
3月11日 統一回答指定日
3月12日 産別統一行動
3月23～27日
交渉集中・回答引上げゾーン

新
年
早
々
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
に
よ

る
イ
ラ
ン
の
司
令

官
殺
害
、
自
衛
隊

を
中
東
に
送
っ
て

お
き
な
が
ら
、
自

身
は
中
東
歴
訪
を

中
止
し
よ
う
と
し
た
安
倍
首
相
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
絶
対
に
戦
争
す
る
国
に

さ
せ
な
い
決
意
を
新
た
に
し
た
▼

昨
年
末
、
北
海
学
園
大
学
川
村
雅

則
教
授
に
よ
る
「
正
義
を
職
場
に

根
付
か
せ
る
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
法
を
活
か
す
」
を

テ
ー
マ
に
学
び
合
っ
た
。
「
格
差

を
洗
い
出
す
」
「
使
用
者
に
な
ぜ

格
差
が
つ
い
て
い
る
の
か
説
明
さ

せ
る
」
「
非
正
規
だ
か
ら
と
ゼ
ロ

に
は
さ
せ
な
い
」
「
雇
用
形
態
の

違
い
は
身
分
で
は
な
い
」
な
ど
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
聞
く
こ
と
で

展
望
を
持
っ
た
▼
時
を
同
じ
く
し

て
東
京
の
最
低
生
計
費
調
査
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
全
国
ど
こ
で
も

人
間
ら
し
く
暮
ら
す
に
は
月
額
25

万
以
上
、
時
給
1
5
0
0
円
以
上

必
要
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

地
域
間
格
差
に
根
拠
が
な
い
こ
と

が
立
証
さ
れ
た
▼「『FIGHT

FO
R
JUSTICE

』
公
正
な
社
会
実
現

の
た
め
に
た
た
か
う
1
年
に
し
よ

う
」
道
労
連
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
。
労
働
者
の
権
利
を
奪
い
取
る

政
策
が
続
け
ら
れ
、
職
場
で
は
正

規
と
非
正
規
と
い
う
雇
用
形
態
に

よ
る
不
公
正
な
格
差
と
差
別
が
労

働
者
を
分
断
し
団
結
が
壊
さ
れ
て

き
た
。
非
正
規
差
別
Ｎ
Ｇ
運
動
の

展
開
で
「
非
正
規
だ
か
ら
と
ゼ
ロ

に
は
し
な
い
」
要
求
、
「
全
国
一

律
1
5
0
0
円
以
上
」
の
要
求
へ

の
流
れ
を
大
き
く
加
速
さ
せ
、
職

場
に
持
ち
込
ま
れ
た
差
別
と
分

断
、
地
域
に
広
が
る
貧
困
と
格
差

を
解
決
す
る
20
春
闘
に
し
た
い
。

要
求
に
確
信
も
っ
て
た
た
か
お
う

要
求
に
確
信
も
っ
て
た
た
か
お
う

春
闘
方
針
を
決
定

第
５１
回
中
央
委
員
会

購読の申しこみは
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生活実感
（1）かなり苦しい

14％

（3）まあまあだ
38％

（2）やや苦しい
44％

医療・介護・教育の充実

政府に対する要求
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

消費税増税中止

最低賃金引上げ

憲法改悪

阻止

1
2
3

佐賀佐賀

京都京都

生
活
実
感
に
つ
い
て
「
か
な
り

苦
し
い
」
（
13
・
8
％
）
「
や
や

苦
し
い
」
（
43
・
8
％
）
あ
わ
せ

て
57
・
6
％
が
苦
し
い
生
活
実
感

を
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年

と
比
較
し
て
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

ま
た
、
2
0
1
0
年
か
ら
の
平

均
で
も
60
・
8
％
と
6
割
を
超
え

て
お
り
生
活
改
善
は
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
伺
え
ま

す
。こ

の
生
活
実
感
か
ら
く
る
賃
金

不
足
額
の
平
均
は
3
9
9
1
3
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
不
満
で
は
、
「
賃
金
が

安
い
」
54
・
3
％
と
ト
ッ
プ
で
し

た
。
次
い
で
「
人
員
が
少
な
い
」

40
・
1
％
と
過
去
11
年
間
で
初
め

て
4
割
を
超
え
ま
し
た
。次
に「
一

時
金
が
少
な
い
」
が
29
・
9
％
と

続
い
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
の
職
場
に
対
す
る
不
満

で
も「
賃
金
が
安
い
」48
・
0
％
と

ト
ッ
プ
に
な
り
、
賃
上
げ
要
求
額

も
年
々
上
が
っ
て
お
り
、
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
は
、
ゆ
ず
れ
な
い

切
実
な
要
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《正規職員》

1位 賃金が安い
2位 人員が少ない

3位 一時金が少ない

《パート》

1位 賃金が安い
2位 退職金がない・少ない

3位 正規職員との格差

「
何
に
一
番
負
担
を
感
じ
る
か
」

の
問
い
に
第
1
位
が「
住
居
費
」、

第
2
位
「
税
・
社
会
保
険
料
」
、

第
3
位「
学
費（
子
供
の
教
育
費
、

保
育
料
や
研
修
費
な
ど
）」と
続
い

て
お
り
、
過
去
3
年
の
比

較
で
み
て
も
、
こ
の
順
位

に
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
税
・
社
会
保
険
料

の
負
担
感
は
ど
の
世
代
で
も
1
位

・
2
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
政
府
に
対
す
る
要
求
と
も
一

致
し
て
、
国
の
施
策
を
含
め
た
改

善
が
必
要
で
す
。

「
政
府

へ
の
要
求

で
最
も
重

視
す
る
も

の
」で
は
、

例
年
通
り

「
医
療
・

介
護
・
保
育
の
充
実
」

が
ト
ッ
プ
で
す
。
ま

た
昨
年
に
続
き
「
最

低
賃
金
引
き
上
げ
」

が
42
・
9
％
と
第
2

位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
で
最
低
生

計
費
試
算
調
査
が
す
す
み
、
「
誰

で
も
8
時
間
働
け
ば
ま
と
も
な
暮

ら
し
が
で
き
る
」
た
め
に
は
時
給

1
5
0
0
円
必
要
な
の
だ
と
い

う
、
全
国
一
律
最
賃
・
産
別
最
賃

を
め
ざ
し
た
学
習
と
運
動
の
成
果

が
反
映
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
12
月
24
日
、
「
特
養
あ
ず

み
の
里
裁
判
控
訴
審
で
無
罪
を
求
め
る
要

請
署
名
」3
度
目
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
高
裁
か
ら
3
人
が
応
対
。
長
野
県

医
労
連
、
長
野
県
民
医
連
、
「
あ
ず
み
の

里
」
職
員
、
無
罪
を
勝
ち
取
る
会
会
長
な

ど
、
日
本
医
労
連
含
め
16
人
で
署
名
を
手

渡
し
ま
し
た
。

「
あ
ず
み
の
里
」
の
法
人
の
事
務
局
長

は
、
「
今
で
も
毎
日
全
国
の
特
養
な
ど
施

設
か
ら
署
名
が
届
き
ま
す
。
ひ
と
月
足
ら

ず
で
職
員
1
0
3
3
名
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
集
め
ま
し
た
。
ど
う
か
目
を
通
し
て
い

た
だ
き
、
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
判
決

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
日
本
医
労
連
三
浦

副
委
員
長
は
、
「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

支
え
、
守
っ
て
い
る
介
護
職
員
個
人
が
刑

事
罰
に
問
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
員
体

制
含
め
国
の
不
作
為
こ
そ
が
問
わ
れ
る
べ

き
。
事
実
に
基
づ
い
て
公
正
な
判
決
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。
高
裁
は
短
期
決
着
と
言

わ
れ
ま
す
。
1
筆
で
も
多
く
の
署
名
を
集

め
、
声
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

今今
回回
のの
提提
出出

署
名

2
4
2
9
2
筆

（
署
名
累
計
2
5
0
3
8
3
筆
）

次
回
の
提
出
は
1
月
30
日
初
公
判
日

第
1
回
公
判

日

時
：
2
0
2
0
年
1
月
30
日
（
木
）

場

所
：
東
京
高
等
裁
判
所

宣

伝
：
12
時
30
分
〜
1
時

開

廷
：
14
時
〜
「
4
1
0
号
法
廷
」

報
告
会
：
15
時
30
分
〜

衆
議
院
第
一
議

員
会
館
大
会
議
室

若
者
が
普
通
に
暮
ら
す
に
は

時
給
１
６
０
０
円
以
上
必
要

佐
賀
県
労
連
は
「
佐
賀
県
で
一

人
暮
ら
し
の
若
者
が
ふ
つ
う
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
費
用
」
の
調

査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
調
査

は
、
佐
賀
県
労
連
に
加
盟
す
る
労

働
者
8
0
5
名
の
回
答
か
ら
10
代

〜
30
代
で
一
人
暮
ら
し
の
若
者
1

1
1
名
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
佐
賀
市
内
で
若

者
が
普
通
の
暮
ら
し
を
す
る
た
め

に
は
、
1
6
0
0
円
以
上
が
必
要

と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
も
、
日
本

の
ど
こ
に
住
ん
で
も
生
計
費
は
変

わ
ら
ず
、
普
通
に
暮
ら
す
に
は
、

最
低
1
5
0
0
円
が
必
要
で
す
。

各
地
の
生
計
費
調
査
や
最
低
賃
金

の
運
動
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
も

報
道
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
調
査
資

料
を
根
拠
に
、
全
国
一
律
1
5
0

0
円
、
特
定
最
賃
新
設
の
要
求
に

確
信
を
も
ち
、
大
き
な
世
論
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

３０
代
子
育
て
世
代
は
、

月
額
４８
万
７
千
円
必
要

京
都
総
評
は
、
12
月
5
日
、
京

都
市
内
の
30
代
〜
50
代
の
子
育
て

世
代
に
お
け
る
最
低
生
計
費
試
算

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
30
代
、

40
代
、
50
代
の
各
年
代
の
、
夫
婦

と
子
ど
も
2
人
の
4
人
家
族
を
基

礎
に
調
査
し
た
結
果
、
税
社
会
保

障
費
込
み
で
、
30
代
48
万
6
9
2

3
円
、
40
代
54
万
9
8
2
3
円
、

50
代
70
万
7
5
3
6
円
が
必
要
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
は
、
子
育
て
世
代
に
人
気

の
伏
見
区
で
暮
ら
し
、
子
ど
も
は

私
立
幼
稚
園
、小
中
高
校
は
公
立
、

京
都
市
内
の
私
立
大
学
に
進
学
、

を
想
定
し
ま
し
た
。そ
の
結
果「
教

育
費
」
で
、
30
代
2
万
8
千
円
、

40
代
3
万
9
千
円
、
50
代
13
万
円

で
し
た
。

中
澤
秀
一
准
教
授
は
、
「
教
育

費
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
必

要
な
賃
金
を
得
て
い
る
家
庭
は
少

な
く
奨
学
金
や
や
ア
ル
バ
イ
ト
に

追
わ
れ
る
な
ど
子
ど
も
が
し
わ
寄

せ
を
受
け
て
い
る
」と
し
ま
し
た
。

東
京
で
暮
ら
す
に
は

時
給
１
７
０
０
円
必
要

12
月
18
日
、東
京
地
評
な
ど
が
、

調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

調
査
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
10

歳
代
〜
30
歳
代
4
1
1
名
が
協
力

し
ま
し
た
。「
家
賃
が
安
い
北
区
」

「
住
み
や
す
い
世
田
谷
区
」
「
好

ア
ク
セ
ス
の
新
宿
区
」
の
3
つ
の

モ
デ
ル
地
区
を
設
定
。
全
モ
デ
ル

地
区
で
、
月
額
約
25
万
〜
27
万
が

必
要
と
の
結
果
に
。
試
算
月
額
を

賃
金
収
入
と
し
て
得
る
た
め
に
月

1
5
0
時
間
で
時
給
換
算
す
る

と
、
北
区
は
男
性
が
1
6
6
4
円

で
女
性
が
1
6
4
2
円
、
世
田
谷

区
、
新
宿
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
男
女

と
も
に
1
7
0
0
円
を
超
え
、
少

な
く
と
も
最
低
賃
金
は
1
5
0
0

円
で
な
い
と
、
普
通
に
暮
ら
せ
な

い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

監
修
し
た
中
澤
秀
一
静
岡
県
立

大
学
准
教
授
は
、
こ
の
取
り
組
み

は
、
「
生
命
を
維
持
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
人
付
き
合
い
が
で
き
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
余
暇
を
楽
し

め
る
、
憲
法
が
定
め
る
『
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
』
に

必
要
な
費
用
を
示
す
試
み
」
だ
と

し
、
労
働
組
合
の
要
求
す
る
最
賃

1
5
0
0
円
以
上
は
「
現
実
的
な

目
標
」
と
し
ま
し
た
。

京都の調査結果はＴＶ
でも大きく取り上げら
れました

2
月
6
日
〜
7
日
に

富
山
県「
金
太
郎
温
泉
」

で
2
0
1
9
年
度
春
・

看
護
要
求
実
現
全
国
交
流
集
会
を

開
催
し
ま
す
。
（
発
0
9
8
号
・

1
1
7
号
を
ご
参
照
下
さ
い
）
。

記
念
講
演
は
、
林
千
冬
氏
か
ら

「
時
代
を
見
す
え
、
勝
ち
取
ろ
う
、

納
得
の
看
護
を
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。
分
科
会
は
、

「
署
名
・
看
護
闘
争
分
科
会
」
と

し
、
専
従
者
や
各
県
の
看
護
闘
争

の
中
心
メ
ン
バ
ー
等
を
対
象
に
行

い
ま
す
。
分
散
会
は
、「
ど
の
よ
う

な
看
護
が
し
た
い
か
」や「
実
現
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン

が
必
要
か
」
な
ど
に
つ
い
て
、
付

箋
・
模
造
紙
を
活
用
し
な
が
ら
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

参
加
締
め
切
り
は
1
／
29
で
す
。

2
月
16
日
〜
17
日
に
滋
賀
県

「
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」で
2

0
2
0
年
介
護
要
求
実
現
！
全
国

学
習
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

記
念
講
演
は
、
現
場
で
生
か
せ

る
実
技
と
い
う
こ
と
で
、
下
元
桂

子
氏
よ
り
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

の
講
演
・
実
技
」
を
学

び
ま
す
。
翌
日
も
ノ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
分
科
会

を
設
け
、
実
践
を
中
心
に
深
め
ま

す
。
初
の
ケ
ア
マ
ネ
分
散
会
も
設

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
悩

み
や
課
題
、
取
り
組
み
の
成
果
な

ど
を
交
流
し
ま
す
。
全
国
の
仲
間

と
会
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
是

非
参
加
し
、
私
た
ち
が
主
体
と
な

っ
て
運
動
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
参
加

締
め
切
り
は
2
／
7
で
す
。

家計の負担感・年代別順
第3位

食費・交通費

学費

住居費

住居費

住居費

学費

第2位

税・社会保険料

税・社会保険料

税・社会保険料

学費

食費

税・社会保険料

第1位

住居費

住居費

学費

税・社会保険料

税・社会保険料

住居費

～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代～

全体

生
活
苦
し
い

２
０
１
０
年
か
ら

６
割

１５００円
１１５５００００円円以上必要

生 活生 活

「
生
活
苦
し
い
」が
６
割

「
生
活
苦
し
い
」が
６
割

「
税
・
社
会
保
険
料
」

負
担
ズ
ッ
シ
リ

「
税
・
社
会
保
険
料
」

負
担
ズ
ッ
シ
リ

１０
年
間
変
わ
ら
ず

１０
年
間
変
わ
ら
ず

全国どこでも
２０１９年各地で生計費調査結果発表

東京東京

時
給

ふつうに
暮らすには
ふつうに
暮らすには

職 場職 場
「
人
員
少
な
い
」

「
人
員
少
な
い
」

４
割
超

４
割
超

公
正
な
判
決
求
め
署
名
提
出

公
正
な
判
決
求
め
署
名
提
出

特
養
あ
ず
み
の
里
裁
判
控
訴
審

１６～

１７
介護集会 �

６～

７
看護集会

２月いっぱい学んで交流しよう

「最低賃金引上げ」
連続２位

職場の不満 トップ３

政府要求
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ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
患
者
さ
ん

や
障
が
い
者
に
と
っ
て
も
安
心
し

て
乗
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は

障
が
い
者
の
乗
車
拒
否
で
ウ
ー
バ

ー
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
ウ
ー

バ
ー
は
自
ら
は
仲
介
す
る
だ
け
で

公
共
交
通
機
関
で
は
な
い
た
め
、

障
が
い
者
差
別
を
禁
止
し
た
法
律

の
適
用
外
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

料
金
は
、
普
段
は
タ
ク
シ
ー
よ

り
安
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

需
要
に
合
わ
せ
て
料
金
が
変
動
す

る
し
く
み
で
、
悪
天
候
や
事
故
で

公
共
交
通
機
関
が
止
ま
っ
た
時
に

は
、
4
〜
5
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま

す
。
毎
日
通
院
に
利
用
し
て
い
る

人
の
迷
惑
な
ど
は
お
構
い
な
し
で

す
。

交
替
制
勤
務
で
深
夜
や
早
朝
に

出
退
勤
す
る
病
院
職
員
や
看
護
師

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
安
心
し
て
帰

宅
で
き
な
い
と
い
う
の
は
致
命
的

な
欠
陥
で
す
。
疲
れ
て
帰
る
時
で

も
、
果
た
し
て
安
心
で
き
る
運
転

者
か
ど
う
か
保
障
が
な
い
で
す
か

ら
、
車
内
で
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

2020年の通常国会では、ライドシェア解禁を巡っ
て山場を迎えます。知れば知るほど危険がいっぱい
のライドシェア。医療分野でも、患者・利用者の通
院手段ばかりでなく、看護師など夜勤交替制勤務者
もタクシー利用が多いため、自交総連・菊池和彦書
記長にその危険についてうかがいました。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
ス
マ
ホ
の

ア
プ
リ
を
つ
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
生

ま
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
企
業
が
、

移
動
し
た
い
利
用
者
と
自
家
用
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
仲
介
（
マ
ッ
チ

ン
グ
）
す
る
も
の
で
す
。

利
用
者
も
運
転
者
も
あ
ら
か
じ

め
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録
し

て
、
利
用
者
が
ス
マ
ホ
で
乗
車
希

望
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
近
く
に
い

る
登
録
運
転
者
が
マ
イ
カ
ー
で
迎

え
に
き
て
、
目
的
地
ま
で
乗
せ
て

い
き
ま
す
。
料
金
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
支
払
い
、
企
業
が
2
〜

3
割
の
手
数
料
を
取
っ
て
か
ら
、

運
転
者
に
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

車
に
人
を
乗
せ
て
運
賃
を
取
っ

て
い
い
の
は
、
日
本
で
は
許
可
を

得
た
タ
ク
シ
ー
だ
け
で
す
か
ら
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
違
法
な
白
タ
ク

（
自
家
用
車
用
の
白
ナ
ン
バ
ー
で

タ
ク
シ
ー
類
似
行
為
を
す
る
こ

と
）
と
な
り
、
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
車
両

も
持
た
ず
、運
転
者
も
雇
用
せ
ず
、

運
行
管
理
の
責
任
は
一
切
負
い
ま

せ
ん
。
運
行
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に

手
数
料
収
入
が
得
ら
れ
る
の
で
、

た
い
へ
ん
儲
か
り
ま
す
。
2
0
0

8
年
に
創
業
し
た
最
大
企
業
の
ウ

ー
バ
ー
（
米
）
は
、
世
界
60
ヵ
国

以
上
で
営
業
、
リ
フ
ト
（
米
）
、

滴
滴
（
中
国
）
な
ど
の
巨
大
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
世
界
中
で
競
争

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

楽
天
な
ど
が
、
ウ
ー
バ
ー
は
じ
め

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
各
社
に
多
額
の
出

資
を
行
い
、
タ
ク
シ
ー
を
規
制
し

て
い
る
道
路
運
送
法
を
変
え
て
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
合
法
化
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁

の
足
掛
か
り
を
つ
く
ろ
う
と
し

て
、
政
府
は
昨
年
6
月
、
未
来
投

資
会
議
（
安
倍
総
理
が
議
長
）
の

答
申
を
受
け
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
の
拡
大
、
そ
の
た
め
の
道
路

運
送
法
の
改
定
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
と
は
、

バ
ス
も
タ
ク
シ
ー
も
な
い
と
こ
ろ

で
、
住
民
の
輸
送
手
段
の
確
保
が

必
要
な
場
合
に
、
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
自
家
用
車
で
提
供
す
る
運
送

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
限
定
的
、
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
運
送
方
法

ゆ
え
に
、
車
は
自
家
用
車
で
、
運

転
者
は
二
種
免
許
が
な
く
て
も
よ

く
、
運
行
管
理
も
点
呼
や
ア
ル
コ

ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
な
ど
、
タ

ク
シ
ー
に
比
べ
て
安
全
管
理
が
緩

い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
の
限
定
を
外

し
て
、
都
市
部
を
含
む
全
国
ど
こ

で
も
で
き
る
よ
う
に
拡
大
す
れ

ば
、
安
心
・
安
全
が
確
保
で
き
ま

せ
ん
。

こ
の
方
針
を
決
め
た
未
来
投
資

会
議
で
は
、
竹
中
平
蔵
議
員
が
そ

の
意
図
を
露
骨
に
語
っ
て
い
ま

す
。
「
日
本
で
は
既
得
権
益
者
の

猛
烈
な
反
対
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

よ
る
成
長
の
機
会
を
逃
し
て
き

た
」
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
制

度
を
改
善
す
る
提
言
は
、
突
破
口

と
し
て
非
常
に
需
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
」
―
ま
さ
に
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
解
禁
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
タ
ク
シ
ー
と

違
っ
て
安
全
管
理
が
な
さ
れ
ず
、

運
転
者
は
、
社
員
で
も
な
く
、
登

録
し
た
だ
け
の
人
で
す
か
ら
、
ど

こ
の
誰
か
わ
か
ら
な
い
人
が
密
室

と
な
る
車
で
人
を
運
ぶ
と
い
う
本

質
的
な
危
険
が
あ
り
ま
す（
表
）。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
し
た
国
で

は
、
事
故
や
事
件
が
多
発
し
て
、

禁
止
や
再
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
市
交
通

局
は
2
0
1
9
年
11
月
に
ウ
ー
バ

ー
の
営
業
許
可
を
取
り
消
し
ま
し

た
。
女
性
客
へ
の
暴
行
事
件
が
頻

発
し
、
4
・
5
万
人
の
運
転
者
の

う
ち
1
・
4
万
人
が
他
人
の
ア
カ

ウ
ン
ト
を
使
う
な
ど
特
定
で
き
な

い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
の
が
理
由

で
す
。

中
国
で
は
2
0
1
8
年
に
国
内

最
大
の
滴
滴
（
デ
ィ
デ
ィ
）
と
い

う
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
企
業
で
、
20
歳

代
の
女
性
客
が
暴
行
さ
れ
殺
害
さ

れ
る
事
件
が
2
件
連
続
し
て
お

き
、
2
0
1
9
年
か
ら
規
制
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ウ
ー
バ
ー
は
、
安

全
性
を
懸
念
す
る
世
論
に
押
さ
れ

て
2
0
1
9
年
12
月
に
「
安
全
報

告
書
」
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
そ

の
内
容
は
衝
撃
的
な
も
の
で
し

た
。
2
0
1
7
年
〜
2
0
1
8
年

の
2
年
間
で
、
ウ
ー
バ
ー
の
利
用

に
関
わ
っ
て
、
性
的
暴
行
被
害
が

5
9
8
1
件
、
レ
イ
プ
被
害
が
4

6
4
件
、
暴
行
に
よ
る
死
者
が
19

人
に
上
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で

す
（
運
転
者
が
被
害
を
受
け
る
ケ

ー
ス
も
含
む
）
。
毎
日
8
件
の
性

的
暴
行
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
働
い

て
い
る
運
転
者
は
、
個
人
請
負
の

自
営
業
者
扱
い
な
の
で
、
労
災
や

最
低
賃
金
な
ど
労
働
者
と
し
て
の

保
護
が
ま
っ
た
く
な
い
究
極
の
非

正
規
、
不
安
定
雇
用
で
、
こ
の
点

で
も
社
会
的
な
問
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
利
用
者
に
安

心
・
安
全
を
保
障
し
な
い
う
え
に
、

い
っ
た
ん
導
入
さ
れ
れ
ば
、
公
共

交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
を
駆
逐
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
客
を
奪
わ
れ
、
タ
ク

シ
ー
企
業
は
倒
産
し
、
個

人
タ
ク
シ
ー
運
転
者
が
何

人
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
に
導
入
さ
せ
な
い

た
め
に
、
自
交
総
連
は
す

べ
て
の
タ
ク
シ
ー
労
働
組

合
、
経
営
者
と
も
共
同
し

て
、
阻
止
の
運
動
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。
全
労
連

・
連
合
の
枠
を
超
え
た
労

働
組
合
の
共
同
で
集
会
や

デ
モ
を
行
っ
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

当
面
の
重
点
は
、
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
の
拡

大
、
道
路
運
送
法
の
改
悪

を
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
の
突
破
口

と
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
る
署

名
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
の
口
実
に

さ
れ
て
い
る
地
方
で
の
交
通
不
便

は
、
安
心
・
安
全
な
公
共
交
通
機

関
を
活
用
し
、バ
ス
路
線
の
維
持
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
な
ど
を
は

か
る
こ
と
で
解
決
す
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
公
共
交
通

に
対
す
る
国
の
助
成
策
を
大
幅
に

改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
ら
が
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
際
に
は
、
運
賃
を
補
助

す
る
制
度
を
国
の
責
任
で
設
け

て
、
経
済
的
な
負
担
を
少
な
く
す

る
べ
き
で
す
。

危
険
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
税
金
の
使
い
方
を

変
え
て
、
地
域
公
共
交
通
へ
の
補

助
金
を
増
や
し
、
誰
も
が
安
心
・

安
全
に
移
動
で
き
る
社
会
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

タクシー ライドシェア

会 社 国の許可を得て運行
に責任を負う

仲介のみで運行には
責任を負わない

運 転 者 社員として管理 登録しただけの
個人請負

運 転 免 許 二種免許 普通免許

労働時間管理 あり、総拘束時間規制 なし

飲酒チェック あり、毎日チェック なし

車 両 事業用車両（緑ナンバ
ー）、厳しい整備点検 自家用車（白ナンバー）

事故の対応 会社が対応 個人で対応

保 険 事業用保険加入
義務付け

自家用保険では
支払われるか不明

安
全
・
安
心
な
交
通
手
段
の
確
保
を

安
全
・
安
心
な
交
通
手
段
の
確
保
を

危険がいっぱい
ライドシェア
危険がいっぱい
ライドシェア

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」っ
て

何
で
す
か
？

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」っ
て

何
で
す
か
？

自交総連 菊池和彦書記長に聞く

アメリカ

暴
行
事
件

６
０
０
０
件

暴
行
事
件

６
０
０
０
件

公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
て

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止

公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
て

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止

自
家
用
車
で
の

旅
客
輸
送
の
拡
大
ね
ら
う

自
家
用
車
で
の

旅
客
輸
送
の
拡
大
ね
ら
う

タクシーとライドシェアの違い

患
者
さ
ん
も
看
護
師
さ
ん
も

安
心
し
て
乗
れ
な
い

患
者
さ
ん
も
看
護
師
さ
ん
も

安
心
し
て
乗
れ
な
い
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19
年
11
月
21
日
〜
20
年
1
月
16
日
ま
で
「
新
年
の
抱
負
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
新
春
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
咲
く

春
ま
で
に
散
れ

安
倍
政
権
（
山
梨
県
・
変
革
実
現
）

平
民
も

今
年
は
飲
む
ぞ

オ
ー
タ
ニ
で

（
東
京
都
・
ぱ
い
せ
ん
）

勝
ち
ま
し
ょ
う

強
い
気
持
ち
と

団
結
で
（
滋
賀
県
・
若
山

義
弘
）

看
護
す
る

手
と
目
の
力

温
か
く

（
滋
賀
県
・
若
山

義
弘
）

あ
り
が
と
う

共
済
力
に

ふ
る
い
た
つ

（
滋
賀
県
・
若
山

義
弘
）

家
族
の
た
め

今
年
は
と
る
ぞ

三
休
を

（
東
京
都
・
匿
名
希
望
）

走
ろ
う
か

い
や
そ
の
前
に

歩
こ
う
か

（
神
奈
川
県
・
黒
村

苑
子
）

食
べ
過
ぎ
ず

食
べ
な
さ
す
ぎ
ず

ち
ょ
う
ど
良
く
（
神
奈
川
県
・
黒
村

苑
子
）

十
代
の

身
体
を
再
び

手
に
入
れ
る

（
神
奈
川
県
・
黒
村

苑
子
）

募
集
中

東
京
五
輪
を

共
に
観
る
人

（
東
京
都
・
山
田

友
美
）

今
年
こ
そ

言
い
続
け
て
は
や

何
年
か

（
東
京
都
・
山
田

友
美
）

お
味
噌
汁

誰
か
と
一
緒
に

飲
み
た
い
よ

（
東
京
都
・
山
田

友
美
）

ひ

と

気
に
す
る
は

他
人
の
目
で
な
く

自
分
の
心

（
岩
手
県
・
金
田

知
佳
）

飽
く
こ
と
を

好
奇
心
に

空
く
こ
と
へ

（
山
口
県
・
詠
み
人
知
ら
ず
）

過
去
現
在

見
つ
め
総
括

未
来
に
向
け

（
沖
縄
県
・
医
療
研
行
き
た
い
）

【
パ
ズ
ル
解
答
】
第
1
7
2
3
号
の

答
え
は
「
ネ
ン
ガ
ジ
ョ
ウ
」
で
し

た
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
ク
オ

カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
①
組
合
（
病
院
）
名
、

②
職
種
、
③
氏
名
、
④
〒
、
⑤
住
所

を
記
入
し
解
答
を
2
／
13
（
木
）
ま

で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
「
読
者
の

ペ
ー
ジ
」
も
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】
〒
1
1
0
―
0
0
1
3

台
東
区
入
谷
1
―
9
―
5
「
日
本
医

労
連
教
育
宣
伝
局
」
Ｆ
Ａ
Ｘ

03
―

3
8
7
5
―
6
2
7
0

e -mail:n -ask@irouren.or.jp

1
月
21
日
〜
22
日
に
開

催
し
た
第
51
回
中
央
委
員

会
に
お
い
て
、
共
済
制
度

の
安
定
と
加
入
推
進
に
む

け
た
制
度
見
直
し
等
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。
提
案

は
7
月
の
定
期
大
会
へ
の

予
備
提
案
と
し
て
い
ま

す
。予

備
提
案
の
内
容
は
、

①
制
度
の
見
直
し
、
②
加

入
推
進
と
事
業
費
用
の
精

査
を
柱
に
、
制
度
見
直
し

で
は
6
点
を
提
起
し
て
い

ま
す
。

【
制
度
見
直
し
】

①
医
療
共
済
の
掛
金
を
1

口
1
3
0
円
と
し
ま

す
。

②
指
定
疾
病
・
罹
患
疾
病

に
か
か
わ
る
給
付
を
見

直
し
ま
す
。

③
65
歳
〜
69
歳
の
医
療
共

済
の
給
付
率
を
60
％
に

し
ま
す
。

④
休
業
給
付
の
限
度
日
数

を
1
事
業
年
度
1
0
0

日
と
し
ま
す
。

⑤
休
業
8
日
以
上
の
休
業

給
付
に
診
断
書
提
出
を

求
め
ま
す
。

⑥
組
織
一
律
「
生
命
」
の

80
歳
以
上
の
保
障
を
死

亡
見
舞
金
と
し
ま
す
。

単
組
・
支
部
で
の
周
知

を
は
か
っ
て
い
く
た
め
の

リ
ー
フ
も
準
備
し
ま
す
。

医
労
連
共
済
の
魅
力
を
で

き
る
限
り
維
持
し
て
、
引

き
続
き
加
入
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
制
度

見
直
し
で
す
。
周
知
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら

の
「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改

革
」
の
流
れ
の
中
で
、
利
用

者
と
提
供
者
の
権
利
義
務
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
「
措
置
制
度
」
か
ら

「
契
約
」
へ
の
移
行
が
加
速

し
、
2
0
0
0
年
4
月
、
介

護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
、
介
護
保
険

制
度
は
発
足
か
ら
20
年
を
迎

え
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

時
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
の
が
介
護
保
障
で

す
が
、
こ
の
20
年
間
は
制
度

改
悪
の
連
続
で
、
利
用
者
負

担
は
増
加
し
続
け
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら

れ
な
い
、
「
保
険
あ
っ
て
介

護
な
し
」
と
い
う
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

制
度
改
悪

連
続
の
２０
年

2
0
0
5
年
で
は
、
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に

よ
り
、
要
支
援
の
一
部
を

「
地
域
支
援
事
業
」
へ
移
行

さ
せ
、
介
護
保
険
制
度
か
ら

外
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
2

0
1
1
年
に
は
、
法
律
を
改

正
し
、
介
護
職
員
等
に
よ
る

た
ん
吸
引
な
ど
本
来
の
介
護

業
務
で
は
な
い
「
医
療
行

為
」
を
解
禁
し
、
2
0
1
4

年
に
は
、
総
合
事
業
と
し
て

軽
度
者
の
介
護
保
険
か
ら
の

切
り
離
し
や
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
制
限
な
ど

の
制
度
改
悪
が
強
行
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
2
0
1
7

年
に
は
、
介
護
保
険
の
「
持

続
可
能
性
の
確
保
」
を
口
実

に
、
利
用
者
負
担
を
2
割
、

所
得
に
応
じ
て
は
3
割
に
す

る
な
ど
の
負
担
強
化
が
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
な
介
護
保
険
施
設
と
し

て
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
慢

性
期
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
の
た
め
、
「
日
常

的
な
医
学
管
理
が
必
要
な
重

介
護
者
の
受
入
れ
」
や
「
看

取
り
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
等
の

機
能
と
「
生
活
施
設
」
の
機

能
を
兼
ね
備
え
た
介
護
医
療

院
を
創
設
し
ま
し
た
。
自
立

支
援
と
言
い
な
が
ら
、
軽
度

者
を
介
護
保
険
か
ら
外
し
て

い
ま
す
。

労
働
実
態
と

そ
の
課
題

一
方
、
介
護
労
働
者
は
、

未
だ
に
他
産
業
と
比
べ
て
8

万
円
も
低
い
賃
金
実
態
で

す
。「
い
い
介
護
が
し
た
い
」、

「
利
用
者
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
「
低
賃

金
で
生
活
が
出
来
な
い
」「
結

婚
し
た
く
て
も
で
き
な
い
」

と
働
き
続
け
ら
れ
ず
、
離
職

者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
介
護
職
が
抱
え
る
大

き
な
課
題
と
し
て
、
夜
勤
問

題
が
あ
り
ま
す
。
賃
金
が
安

い
た
め
、
夜
勤
手
当
が
生
活

給
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
し
か
も
、
16
時
間
を

超
え
る
夜
勤
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
が
毎
年
行
っ

て
い
る
「
介
護
施
設
夜
勤
実

態
調
査
」
は
、
今
回
で
7
回

目
に
な
り
ま
す
が
、
過
去
の

結
果
を
見
て
も
、
16
時
間
以

上
の
2
交
替
夜
勤
が
圧
倒
的

に
多
く
、
小
規
模
の
施
設
で

は
、
1
人
夜
勤
と
い
う
現
状

が
続
い
て
い
ま
す
。
4
年
に

1
度
行
わ
れ
る
介
護
報
酬
改

定
で
は
、
加
算
は
付
く
も
の

の
基
本
報
酬
は
、
上
が
っ
て

い
ま
せ
ん
。
小
さ
い
事
業
所

で
は
、
申
請
を
し
た
く
て
も

申
請
で
き
ず
撤
退
・
廃
業
す

る
事
業
所
が
多
い
の
も
問
題

で
す
。役

割
に
見
合
っ

た
処
遇
改
善
を

昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
介
護
職
員
等
特
定
処

遇
改
善
加
算
」
は
、
介
護
労

働
の
社
会
的
役
割
と
、
そ
の

役
割
に
あ
ま
り
に
も
見
合
わ

な
い
劣
悪
な
賃
金
実
態
の
改

善
を
世
論
に
訴
え
て
き
た
運

動
の
成
果
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、資
格
や
職
歴
、

職
種
に
よ
っ
て
処
遇
改
善
に

差
を
つ
け
る
仕
組
み
が
備
わ

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
職
場
の

不
団
結
を
生
み
か
ね
な
い
と

い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
う

ま
く
活
用
し
、
賃
金
の
引
上

げ
、
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、

労
働
組
合
の
役
割
は
大
き
い

と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
医
療
、
介
護
労
働

者
の
処
遇
改
善
は
待
っ
た
な

し
で
す
。
社
会
的
役
割
に
ふ

さ
わ
し
い
賃
金
労
働
条
件
を

求
め
、
今
こ
そ
み
ん
な
で
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
、

介
護
を
受
け
ら
れ
る
社
会
に

し
て
い
く
た
め
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
政
治
を
変
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

村
上

眞
一

日
本
医
労
連

入
選
作
品
発
表

入
選
作
品
発
表

新
春
川
柳

介護保険制度 20年を振り返って

制度見直しの
予備提案を行いました


